
















































井上 雅晴 （日高病院 泌尿器科）
70歳,男性.糖尿病発症のため,膵臓の精査目的 CTで
右腎腫瘍を指摘された. 右腎癌 T1aN0M0 (腫瘍径 31×
27mm)の診断にて 2008年 5月,右腎部分切除術を施行.
病理結果は淡明細胞型腎細胞癌であった. 術後経過観察
中, 2010年 11月 CTで右腎に直径 8 mmの腫瘍を認め
同側腎再発が疑われた. 2011年 11月の CTで同腫瘍は
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対象症例の平均年齢は 57.3 (38-79) 歳. 平均腫瘍径は
18.8(11-26)mm,平均手術時間は 294.9 (203-364)分,平均











狩野 臨，小倉 治之，富田 光
曲 友弘，黒澤 功 （黒沢病院）
【目 的】 尿路結石診療ガイドラインにて 20mm以上
の結石に対し PNL及び ESWLとの併用療法が推奨さ
れている.当院での過去 5年間における PNLに関して
報告する.【方 法】 2006年 7月から 2011年 11月ま
でに当院で施行した PNL19例に関して検討した.【結
果】 男女比 14:5,平均年齢 51.9歳 (27-67),部位 :腎
結石 16例,腎尿管移行部結石 3例,結石サイズ :30mm
以上 9例,20-29mm 9例,19mm以下 1例,治療成績 :完
全排石率 63.2％,有効率 (残石 4 mm以下,尿路閉塞を伴
わないもの) 68.4％, ESWL併用例では完全排石 84.2％,
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近藤 幸尋 （日本医科大学 泌尿器科）
【目 的】 伊勢崎市民病院では 2010年 4月より腹腔鏡
下前立腺全摘除術を開始した.その初期成績について報
告する.【患者と方法】 2010年 4月から 2012年 2月ま
でに腹腔鏡下前立腺全摘除術を行った 30例.年齢 :中
央値 68歳 (62～73歳), PSA:中央値 6.98ng/ml (3.88








手術時間 :中央値 314分 (236～549分). 出血量 (尿込




頭浮腫 :1例,水腎症 :1例,直腸損傷 :2例 【考 察】
腹腔鏡下前立腺全摘除術は難易度の高い術式ではあるが
熟達者の指導で開腹手術に移行すること無く施行でき
た.今後も症例を重ねて安定した術式としたい.
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座長：鈴木 和浩（群馬大院・医・泌尿器科学）
慢性腎臓病
―原発性糸球体腎炎からループス腎炎まで―
野島 美久
（群馬大学大学院医学系研究科 環境病態制
御系生体防御機構学生体統御内科学）
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